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事前に報道機関名と人数を把握したいので、取材を予定している場合は、都市計画課 都市計画・景観グ
ループまでお知らせいただきますようお願いします。

「景観学習教室」開催のお知らせ

　県では、これからの青森県を担う子どもたちの景観に対する関心と良好な景観形成への意識を育む
ことを目的に、景観アドバイザーなど景観の専門家等を講師として小学校に派遣し、景観に関する授
業を行う「景観学習教室」を実施しています。
　このことについて、このたび下記のとおり実施しますので、取材方よろしくお願いします。

記

1

学 校 名

開 催 数

日 時

(当日取材依頼)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  いわせ　なおき

講　師

内　容

青森県景観アドバイザー、NPO法人青森県樹木医会　事務局長　　　  岩瀬　直樹　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  きたはら　けいじ

青森県景観アドバイザー、弘前大学　特任教授　　　　　　　　　　北原　啓司　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こがわ　まさとし

青森県景観アドバイザー、合同会社ゲンジアーキ　代表　　　　　　古川　正敏　氏
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令和７年度青森県景観学習教室実施要領 

 

 （目的） 

第１ 景観学習教室は、景観の専門家等の講師を小学校へ派遣し、授業を行うことによ

り、児童の景観に対する関心と良好な景観形成への意識をはぐくむことを目的とす

るものとし、その実施については、この要領に定めるところにより行うものとする。 

 

 （実施内容） 

第２ 景観学習教室の実施内容は、次に掲げるとおりとする。 

（１） 学習目的 

学習目的は、おおむね次に掲げるとおりとする。 

ア 景観とは何かということについての理解を促すこと。 

イ 景観を大切にする心をはぐくむこと。 

ウ 家や学校の周りなどの身近な生活空間の景観について理解を促すこと。 

エ 景観を良くするための様々な取組についての理解を促すこと。 

オ 児童自らが景観形成の担い手であることについての理解を促すこと。 

（２） 学習内容 

学習内容は、おおむね次に掲げるとおりとし、学校、担当講師及び県で調整

するものとする。 

ア 講師による講義を行うこと。 

イ 学校の周りなどを散策しながら、良いと思う景観や悪いと思う景観について

気が付いたことをまとめること。  

ウ 景観に関する作文や絵の作成、話合いなどを行い、景観に関する学習をまと

めること。 

（３） 対象学年 

対象学年は、原則として小学校３年生～６年生とする。 

（４） 授業回数及び学習時間 

授業回数は各学校の要望を考慮し、調整するものとする。 

（５） その他授業支援 

実施校は、景観学習教室に関連した授業の実施計画について、随時景観アド

バイザーから指導・助言を受けることができる。 
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 （申込み） 

第３ 景観学習教室の実施を希望する学校は、別に定めるところにより、景観学習教室

実施申込書を青森県県土整備部都市計画課長（以下「都市計画課長」という。）に提

出するものとする。 

 

 （実施決定） 

第４ 都市計画課長は、景観学習教室実施申込書の提出があったときは、景観学習教室

の実施の決定を行い、景観学習教室実施決定通知書により、当該実施申込校にその旨

を通知するものとする。この場合において、景観学習教室の実施の申込校が多数のと

きは、必要な調整を行うことができる。 

 

２ 前項の場合において、景観学習教室の実施日時については、景観学習教室の実施の

申込校及び講師と調整の上、決定するものとする。 

 

 （活動の報告） 

第５ 景観学習教室の実施の決定通知を受けた学校は、景観学習教室を実施した場合に

おいて、その終了後速やかに、児童の学習成果品（感想文等）を都市計画課長に提出

するものとする。 

 

 （費用負担） 

第６ 講師の派遣に要する謝金及び旅費については、別に定めるところにより、原則と

して県が負担するものとする。 

 

 （その他） 

第７ この要領に定めるもののほか、景観学習教室の実施に関して必要な事項は、都市

計画課長が別に定める。 

 

   附 則 

この要領は、令和６年１１月１９日から施行する。 

 

 

 






